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	PTXTNEEDS: 行財制改革に関する市民意識調査では重要度は高く、満足度は低い状況である。市民が行政へ求める行政の無駄をなくし、その分をサービス向上につなげるべきといった考えは普遍的なものと思われる。
	PTXTJYOUKYOU: 社会的要因として財源が不足していく中で、行政の無駄をなくすことは当然の課題である。一方で市民ニーズの多様化からこれまで行政が行わなかった施策に対しての要望も高まっている。
	PTXTGAIYOU: 行政サービスの無駄を無くし、より一層の市民サービスの向上を目指すことを目的とした施策である。本施策は窓口業務や、総務事務などの経常的コスト削減をめざし、一方でニーズにあったサービス手段の見直しを進めていくものである。
	PTXTTAIOUSAKU: 平成２９年度は次期総合計画の策定年度であり、本施策で掲げる効率性と効果性の視点を継続して次期計画内容に反映することにする。また、窓口サービスのあり方や今後の定数計画については、平成３２年度に竣工予定の新庁舎整備に合わせて、検討を継続することにする。
	PTXTHYOUKASYA: 企画課長　荻野　昌利
	PTXTSYOZOKUCYO: 企画財政部長　新井　進
	PTXTCOMMENT: 窓口サービスに満足していると答えた市民の割合については、順調に増加傾向にあり目標値を達成している。市役所職員数については、前年と同水準にあり、定員を若干下回る状況にある。資源制約がより一層厳しくなる中で効率的な施策の展開は、これまで以上に重要な視点であり、今後も効率的な資源配分を行い、効果の高い施策展開を行うことにする。
	PTXTKENKAI: 効率的かつ効果的な行政経営のあり方を、全庁を上げて推進していかなければならない。民間活力の新たな分野や領域における導入など、これまでの発想に捉われることのない施策展開に挑戦し、持続可能な行政経営の実現に向けた取組を継続することにする。
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